
質
問
一

中
新
田
下
新
田
地
区
・
道
路

下
水
道
整
備
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
。

二

道
路
、
下
水
道
整
備
の
進
捗
状
況

は
。

三

道
路
用
地
確
保
（
寄
附
採
納
）
は
。

四

残
地
が
出
た
場
合
の
利
活
用
は
。

五

早
期
整
備
の
最
重
要
課
題
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

区
域
内
の
道
路
・

下
水
道
整
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

整
備
の
年
度
割
計
画
を
協
議
し
て
い
た

だ
い
た
。
現
在
は
、
個
別
の
具
体
的
な

話
に
な
っ
て
お
り
、
協
議
会
の
活
動
機

会
が
な
い
。

今
後
は
、
年
１
回
程
度
、
事
業
の
進

捗
状
況
等
を
報
告
し
た
い
。

二

平
成
２７
年
１１
月
末
現
在
の
用
地
買

収
率
は
、
新
設
道
路
が
８８
・
７
㌫
、
歩

行
者
専
用
道
路
が
１
０
０
㌫
、
拡
幅
道

路
が
７３
・
８
㌫
で
あ
る
。

下
水
道
工
事
を
２６
年
度
、
道
路
工
事

を
２７
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

三

道
路
後
退
用
地
及
び
私
道
は
、
寄

附
に
よ
る
用
地
取
得
を
進
め
て
い
る
が
、

地
権
者
数
も
多
く
、
抵
当
権
が
設
定
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
解
除
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
所
有
権
移
転
登
記
の
完
了

ま
で
時
間
を
要
す
る
。

四

公
園
予
定
地
等
と
し
て
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

五

地
権
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
、
円
滑
に
寄
附
手
続
を
進
め
る
こ

と
で
あ
る
。

質
問
一

過
去
５
年
間
の
出
生
数
は
。

二

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
。

三

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
出
産
育

児
一
時
金
（
祝
い
金
）
の
支
給
金
額
は
。

四

市
内
の
三
世
代
同
居
の
世
帯
数
は
。

五

公
民
館
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
に
な

っ
て
の
業
務
的
変
化
は
。

六

新
た
な
枠
で
の
「
特
別
出
産
育
児

祝
金
」
の
新
設
を
。

答
弁
一
（
市
長
）

平
成
２２
年
度
が
５

７
８
人
、
２３
年
度
が
５
５
２
人
、
２４
年

度
が
５
４
１
人
、
２５
年
度
が
５
４
２
人
、

２６
年
度
５
１
８
人
で
あ
る
。

二

義
務
教
育
就
学
前
ま
で
を
対
象
と

し
て
い
た
２３
年
度
の
助
成
額
は
９
９
１

２
万
４
５
９
８
円
、
中
学
３
年
生
ま
で

に
対
象
を
拡
大
し
た
２５
年
度
の
助
成
額

は
２
億
７
５
５
万
９
８
４
５
円
で
あ
る
。

三

原
則
と
し
て
子
ど
も
１
人
当
た
り

４２
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

実
数
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
平

成
２２
年
国
勢
調
査
の
「
そ
の
他
の
世

帯
」
の
割
合
に
あ
て
は
め
る
と
約
２
１

３
０
世
帯
と
な
る
。

五

つ
る
バ
ス
・
つ
る
ワ
ゴ
ン
特
別
乗

車
証
の
申
請
受
付
や
こ
ど
も
医
療
費
助

成
金
支
給
申
請
書
の
受
付
等
の
窓
口
業

務
の
拡
充
の
ほ
か
、
介
護
予
防
教
室
や

健
康
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

六

祝
金
制
度
導
入
自
治
体
の
導
入
背

景
や
成
果
な
ど
を
研
究
し
て
い
く
。

地権者の理解を得るよう努める

小川 茂 議員

一本松地区地区計画
について

地
方
創
生
・
旧
来
型
志

向
の
抜
本
的
転
換
を

杉
田

恭
之
議
員

一本松地区地区計画区域内の下水工事

子
育
て
環
境
の
整
備
等
に
よ
り

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す

つるがしま市議会だより第１７４号〔７〕


